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水素原子を生成するため、金属-水素結合エネルギーが大きい元素、すなわちWやMo等が有効である。
逆に、Heyrovsky過程反応及びTafel過程反応は電極表面から吸着水素原子を引き離すため金属-水素
結合エネルギーが小さい元素、すなわちNiやCoが適している。この金属-水素結合エネルギーが大き
い元素と小さい元素とをアモルファス合金化することにより、３つの素反応がスムーズに進行する。 
本研究では、上記理論に基づき水素過電圧が低いとされるNi-S合金にWを含有させたNi-W-Sアモル
ファス合金の作製を新規に行い、高い水素発生触媒能を確認した。特に、Ni-Wの中性浴に、応力緩和
剤であるスルホサリチル酸を添加させためっき浴にて作製された電極は長時間電解においても安定し
た性能を示した。 
さらに、Ni-W-S合金を実用機規模である10 Nm3/h機に採用し電解試験を行い、4.6 kWh/Nm3H2という
性能を示した。この結果は、国際的視点からも競争力の高い性能である。電気消費量は水素製造にお
ける最も大きなランニングコストであるため、水素単価低減には重要な因子である。また、いわゆる
レアメタルなどは高い触媒能を有するが、非常に高価である。本装置はNi、W、Sという比較的安価な
材料を利用するため、イニシャルコストを低減させる事が可能である。以上より、本研究において、
アモルファス合金である安価な材料を新たに開発することにより、水素単価低減に向けての方向性を
示した。 
